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通算 910 号 2021 年 11 月 17 日発行 

 

新学長への挨拶の報告 
 

 10 月 1 日より新学長の就任に伴い、11 月 5 日（金）に榊委員長、樋口事務局長が新学長

へ挨拶に伺いました。大学側は、中村学長、髙口理事、古橋総務部長、小林人事課長が出席

いただきました。冒頭、榊委員長が挨拶した後、簡単にそれぞれが自己紹介をしました。10

月 21 日の労使交渉では、ボーナス引下げで合意には至りませんでしたが、和やかな雰囲気

ではじまりました。 

今回は挨拶が目的の訪問でしたので、本組合から、情報系新学部についての状況を組合員

含めた教職員に適宜情報提供をしてほしいとの要望を伝えました。学長より、現在ワーキン

グチームで検討中であり、現状の考えを説明いただきました。また、共同研究費の間接経費

の 40％に改訂についての質問に対して、前学長のもとで検討してきたことで、引き続き関係

各所に説明をして、理解を得て進めていきたいとのことでした。話の中で、前号の『組合そ

くほう』にも目を通されて、ボーナス減額に伴う予算は、教育用設備の更新と老朽化した施

設・設備の長寿命化対策を急ぐ必要があり、これらに使用するが、コロナ禍での困窮学生へ

の支援は「知の森基金」で配慮していく旨の説明もありました。『組合そくほう』を読んで

いただいていることがわかりました。 

約 15 分間、ざっくばらんに意見交換して挨拶を終え、組合の存在を新学長に認識してい

ただけたと思いました。                         （榊記） 

 

 

 

事務職員オンライン交流会（11 月 27 日）のおさそい 

 

 全大教（全国大学高専教職員組合）では、11 月 27 日（土）13;00～16:00 に「事務職員オ

ンライン交流会」を開催します。 

 事務職員の大学をこえたネットワークができ、悩みや職場の現状が交流できる機会です。

各大学に共通する課題として、残業問題に関して北海道大学・山口大学などの事例報告を行

い、その他の事務職員の課題（昇任・昇格問題、組織改組など職場の変化、事務職員として

組合で活動する上での悩みなど）についても交流をおこなう予定です。 

 Web 会議システムを使いますが、カメラ OFF で聞くだけの参加も OK です。 

 参加したいかたは、11月24日（水）までに、組合事務局 akarenga@kbf.biglobe.ne.jp ま

でご連絡ください。 


